
ある

74.5%
ない

21.2%

わからない

1.7%

無回答

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=302）

241

160

151

120

18

9

0 50 100 150 200 250 300

大型車とすれ違う時の安心感

歩行者や自転車が気にならない

安定した走行速度での運転

夜間や悪天候時の走りやすさ

行き来する機会の増加

その他

（件）

（複数回答・N=711）

トンネル撤去により利用時の安全・安心が向上
・勝木トンネルは昭和40年の竣工から40年以上経過し、老朽化が進んでいた。

・建築限界不足のトンネルが撤去されたことで、新潟と庄内・酒田を結ぶ物流ネットワークが強化。

・山北地区住民にとっては、自動車のみならず、歩行や自転車通行の安全・安心が飛躍的に向上。

中央線をはみ出すトラック

至至

 

山形山形

勝木勝木

 

交差点交差点

至至

 

新潟新潟

当該箇所

(位置図)

■勝木トンネル撤去に関する地区住民アンケート

約75％が危険を感じた経験あり

現況トンネル断面図

改良前の状況

２．トンネルの撤去で

 

もたらされた効果

「すれ違い時の
安心感」

 

が向上！

■期間：平成23年3月1日（火）～

 

3月14日（火）※14日間
■対象：国道７号勝木改良事業区間の日常的な利用者である村上市山北地区４地区（府屋、碁石、勝木、間瀬）の住民計681世帯
■結果：回収数303通（回収率44.5％）※集落総代による各戸配布、郵送回収

⑦交通安全⑦交通安全 新潟県新潟県 一般国道７号

 

勝木改良一般国道７号

 

勝木改良

中央線

全く無い

55.6%

ほとんど

無い

34.6%
時々ある

3.0%

わからない

2.1%

無回答

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=234）②撤去後の危険

至至

 

山形山形

トンネル撤去区間トンネル撤去区間

改良後

183

167

45

30

5

0 50 100 150 200

大型車両とすれ違う時

歩行者や自転車がいる時

暗くて見にくい時

大雨や降雪時

その他

（件）

（複数回答・N=441）

①危険を感じた理由

「大型車とのすれ違い」や
「歩行車・自転車の存在」が多数

「ある」と答えた方への質問

約９割が危険を感じなくなった

１．トンネル撤去前に危険を感じた経験

1,685

1,685 1,699

0 1,000 2,000 3,000 4,000

震災前

震災後

（台／日）

108.6％増

3,384

東日本大震災後、国道７号で大型の救援車

 
両をよく見かけました。勝木トンネルがあった

 
頃、トンネル内での大型車とのすれ違いには

 
とても危険を感じていたので、震災前にトン

 
ネルが撤去されていて大変助かりました。

（村上市山北支所

 

産業建設課）

勝木トンネル

改良区間

地域の声 東日本震災前後の交通量（大型車）

※震災前：H23.2.28～3.6

 

／

 

震災後：H23.3.14～3.20

 

（国道７号

 

府屋）

至至

 

新潟新潟 至至

 

新潟新潟

平成21年3月31日

 

開通平成21年3月31日

 

開通
ガツ

 

ギ

がつ

 

ぎ

勝木トンネル：昭和40年竣工、延長98m

がつぎ ま ぜふ や ご いしさんぽく
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